
K A K O G A W A  S M A R T  C I T Y  P R O J E C T

加古川市におけるスマートシティの取組み

都市マネジメント分科会



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

県下最大の一級河川「加古川」が市の中央部を流れる東播磨地域の都市

加古川市について

人 口：258,109人
世 帯：108,791世帯
総面積：138.48平方キロメートル
（令和4年9月1日時点）



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

◼ 見守りカメラ

⚫ 平成29～30年度に小学校の通学路や学校周辺を中心に
約1,500台（各小学校区：50台程度）設置

⚫ 導入にあたり、市民へのアンケートやタウンミーティング等を開催

⚫ ”加古川市見守りカメラの設置及び管理に関する条例”を
新規制定

⚫ 設置場所についても、町内会やPTAの要望、
警察署のアドバイス等を反映

安全・安心のまちづくりに向けた取り組み

見守りカメラ設置場所

（赤点箇所）

見守りカメラ

設置されていることを知らせる電柱幕

ALSOK見守りタグ

まちなかミマモルメ



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

刑法犯罪認知件数の推移（H29.1～R4.4）



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

◼ BLEタグを活用した見守りサービス

見守りサービス（官民協働事業）

固定式検知器

移動式検知器

見守りBLEタグ

もうすぐ
帰ってくるわ

見守りカメラ (1,475台) 

かこがわアプリ( 4,527ユーザー)
(自治体向けスマートフォンアプリ)

公用車 (265台) 郵便車両 (176台)

V2Xユニット



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

API連携による様々なデータの活用

◼ API連携による国・県が保有する広域の災害情報を統合

⚫ 市民が必要な情報を手に入れやすいよう、分かりやすい情報の整理、データの活用方
法の例示などを合わせて検討



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

駅周辺の9小学校区内
約500台分を検証

加古川小、氷丘南小、野口小、
野口南小、平岡小、平岡南小、
浜の宮小、別府小、別府西小

次世代見守りサービスのリニューアル検討に係る実証

Step 1. ３Ｄ都市モデル上への見守りカメラの可視領域の可視化
Step 2. 関連データの収集と重畳
Step 3. 見守りカメラのカバー範囲の確認、見直しパターンの検討



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

◼ 3D都市モデル内の配置イメージの作成

⚫ 電力会社や通信会社が設置している電力柱、電信柱

⚫ 見守りカメラ・検知器ケース

3D カメラ・電柱モデルの作成



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

◼ Code for Japan と協定を締結（R2年10月）し、Decidimを導入

⚫ 市民参加型合意形成プラットフォームとして、国内で初導入

Decidimの導入

2022.9.20現在

ユーザ数 ：1,154

トピック数：26





KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

◼ Decidimの一方で、ワークショップなどのリアルな議論の場も併せて開催

オンラインとオフラインを同時並行で

10月 11月 12月 1月 2月 3月

アイデア収集 意見収集

構
想
の
策
定

相互連携

Decidimによる意見収集（オンライン）

ワークショップ等のリアルの場（オフライン）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

若い世代の参画！

10代未満

0.34%

10代

18.12%

20代

21.52%

30代

21.40%

40代

20.72%

50代

10.87%

60代

5.21%

70代

1.36%

80代

0.45%

加古川市版
Decidim
参加状況



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

◼ かわまちづくりとは

⚫ 加古川駅に近い広大な河川敷空間を、自然と触れ合える
新たなにぎわい空間とすべく、かわまちプロジェクトが進行中

◼ Decidimの活用

⚫ Decidim上で、加古川河川敷における「魅力」や「やりたいこと」について、
気づきやアイデアを出し合う

⚫ “かわまちづくりシンポジウム（R3年6月27日）”などのリアルの場も開催

かわまちづくりの意見募集



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

ご清聴、ありがとうございました！

ふるさと納税はコチラ


